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● ネットワーク分析の定義

日常生活において、出発地から目的地に対し最適かつ最短なルートを検索したい時、また乗り
換え案内が必要な場合に、カーナビゲーション・システムやGoogleマップなどのアプリケーション
を使用することが多いだろう。

実際このようなナビゲーション・システムの裏では、最短経路問題というグラフ理論の問題を解
くアルゴリズムが動き、計算が行われている。グラフ理論とは、ノードの集合とエッジ（リンクと呼
ぶこともある）の集合で構成されるグラフの性質を分析する数学の一分野である。たとえば、バ
スの路線図をグラフで表現すると、ノードがバス停、エッジが路線で、太さがバスの本数である。
グラフ理論に基づいて、事象をグラフとして抽象化される。グラフの構造を分析する手法はネット
ワーク分析と呼ばれ、社会ネットワーク分析やWebページの検索システム、マーケティングの意
思決定、交通ネットワーク分析など、多くの分野・場面で活用されている。

https://www.esrij.com/gis-guide/spatial/network-analysis/を参考

● 講義の要旨

つくば市を事例に、ArcGIS Network Analystに実装されている解析ツールについて、ネット
ワーク分析の有用性を概説する。

※ GISに関する初級知識が必要。
※※ ESRI社のArcGIS Resource Centerが出典元である画像や文章等については，出典を明示。

https://www.esrij.com/gis-guide/spatial/network-analysis/


第Ⅰ部 最短ルートの検索

出発地から、経由地、目的地までの最短ルートを検索する機能。例えば、家を出て、

郵便局に向かい手紙を出す。次に友達の家を訪ね、家に戻る。散策ルートを考慮せず、
一番効率的かつ最短ルートを地図上で知りたい場合には、Arcmapで用意された「ルー
ト検索」の機能が使える。

● Step1:データの用意

shpデータが、国土数値情報から無償でダウンロードが可能である。今回はつくば市
中心部の道路ネットワークデータ（SIS研究室のデータ）を使用する。データの準備・加
工の手間を省くために、Google driveのURLにアクセスして、データセットを一括ダウン
ロードする。

Google drive URL

https://drive.google.com/open?id=0B5Mos4-mk2dsMkZ4LVh6Q3NsQ00

https://drive.google.com/open?id=0B5Mos4-mk2dsMkZ4LVh6Q3NsQ00


● Step2: 基礎データの追加

レイヤを追加してデータを確認する。今回の演習では、説明のために、ポイントレイ
ヤとラインレイヤの表示アイコンを変更する。

①

①

②

②



● Step3: 新規ネットワークデータセットのビルド

②

① カタログを起動し、ワークスペースを確認

② ネットワーク構築したいラインデータの
SHPを右クリック

③ 「新規ネットワークデータセット」を選択



● Step4: 各種の設定

➄接続性を無視して「次へ」

① ネットワークデータの名称を入力

② 次へ

③ ターンの設定は「いいえ」
を選択

④ 次へ

⑥「なし」を選択して次へ

これらの設定は、使用できるデータと分析の目的に応じて変
更する。Esri社の道路ネットワークデータ製品では、「接続性」
と「ターン」と「エレベーション」などの情報は整備済み。



● Step5: コストの追加と他の設定

③エバリュエータをクリック
① 追加をクリック

② 名前:Metersを入力
使用タイプ:Costを選択
単位:メートルを選択
データタイプ:Floatを選択

➄ルート案内の設定は
「いいえ」を選択。次へ

④種類:フィールド;値:Shape

➄確認場面。「完了」を押
す。メッセージが出たら、
「はい」を選択。



● Step6: ネットワークデータの完成

ビルドしたネットワークデータを確認。名称.NDと名称_Junctions.shp（ノード）の2ファイルが追
加された。



● Step7: 最短経路検索ツール

①「Network Analyst」のツールボックスを追加。ツール
バーの空白部分で右クリック。

②「Network Analyst」→「新規ルート」を選択。

③コンテンツウインドウで「ルート」レイヤが追加
されることを確認。



● Step7: 最短経路検索ツール
①「Network Analyst」ウインドウを表示

②「ストップ」を追加。このボタンを押すと、マウスの指
針は旗と十字マークに変わる。

訪問先を変えたり、訪問先の数を増やしたり、コースプランを変えても構わない。

②順次、訪問先を地図上で左クリックする
家→郵便局→友達の家→家



● Step8: 解析結果
①解析の実行

②最短ルートが検索された。ここで右クリックす
ると、新たなレイヤもエクスポートできる。

訪問先を変えたり、訪問先の数を増やしたり、コースプランを変えても構わない。



第Ⅱ部 最適化巡回ルート検索

複数の経由地を通過する最短ルートを検索する際に、経由地を通過する順番を最
適に並べ替える機能。例えば、つくば市におけるすべての郵便ポストに対して、郵便局
の運転手はどのように巡回して手紙を収集すれば一番効率的だろうか？

● Step1:データの準備
shpデータとネットワークデータセットは第Ⅰ部のままに引き継いで使用。



● Step2: 「ストップ」の読み込み

①「新規ルート」→「ストップ」を右クリック→「ロケーションの読み込み」



● Step3: 「ロケーション」の読み込み

①「読み込み」に郵便ポストのSHPを選択

②選択フィーチャーのみの選択が可能。郵便ポストの番号を区分
するために事前にIDを定義することが必要。

③ 「OK」をクリック



● Step4: レイヤプロパティと解析設定

①「レイヤプロパティ」をクリック

② 筑波学園郵便局収集エリア内における133個の郵便ポスト
が追加された。

③ 「解析設定」タブを選択。ストップ順番の入替を指定。

最初と最後のストップも特定できないように設定（プログ
ラムに任す）。

④ OKを押して、解析実行。



● Step5: 完成結果

①最短巡回ルートが現れる。

②ルートのレイヤから属性テーブルを開き、距離を確認。

③地図を拡大すれば、詳細なルートが見える。



第Ⅲ部 到達圏ツール
ある地点から指定した時間や距離内で到達可能なエリアを出力する機能。商圏分

析などによく利用される。例えば、つくば市におけるすべての郵便局の到達圏を見出し
たい場合、到達圏がカバーできる人口が推計でき、郵便局へのアクセシビリティの優劣
度も評価できる。

● Step1:データの準備
shpデータとネットワークデータセットは引き継いで使用。



● Step1: 新規到達圏ツール

①ツールを読み出す

②到達圏レイヤが追加された。



● Step2: ロケーションの読み込み

「施設」を右クリックして、「ロケーションの読み込み」を選択。



● Step3: 郵便局のポイントデータの読み込み

※区分IDを選択。

到達圏を作成するレイヤを指定。今回は郵便局。



● Step4: 解析の設定
①11個の施設（郵便局）が追加された。

②レイヤプロパティを開く

③「解析の設定」タブを選択

④到達圏ポリゴンを区切る距離を設定。
今回は「500,1000」を入力。500mと1ｋｍ
の到達圏を一括して作成する。



● Step6: 完了
解析の実行を押すと、結果が現れる。
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